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前期実績値と当期実績値の差異及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 
2022 年１⽉期（2021 年２⽉１⽇〜2022 年１⽉ 31 ⽇）につきまして、前期実績値と当期実

績値に差異が⽣じましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、当社は 2022 年１⽉
期通期決算において特別損失を計上することといたしましたので併せてお知らせいたします。 

記 
１． 前期実績値（2020 年２⽉１⽇〜2021 年１⽉ 31 ⽇）と当期実績値（2021 年２⽉１⽇〜

2022 年１⽉ 31 ⽇）の差異について 

 売上⾼ 営業利益 経常利益 
親会社株主
に帰属する
当期純利益 

１株あたり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前期実績値（Ａ） 2,385 △788 △801 △786 △254.15 

当期実績値（Ｂ） 1,568 △795 △782 △861 △161.27 

増減額（Ｂ−Ａ） △816 △７ 18 △75  

増減率（％） △34.2 − − −  

 
差異の理由 

当期の連結業績につき、売上⾼におきましては、市況が前連結会計年度から継続して新型
コロナウイルス感染症の拡⼤による影響を受けており、依然として厳しい経営環境が続く
中、⼩売事業ではコロナ禍における⼈流動態の変化に対応するため、不採算店舗を９店閉店
するなどの合理化を図り、卸事業においては事業規模を縮⼩させる⽅針で取り組みました。
また、EC 事業におきましては UI の改善やカスタマーレビューの実装など購買の拡⼤に取
り組みましたが想定⽬標を下回りました。 

この結果、2022 年１⽉期については、売上⾼は 816 百万円の減少、営業利益は７百万円



の減少、経常利益は 18 百万円増加するも、親会社株主に帰属する当期純利益につきまして
は 75 百万円の減少となりました。 

 
２． 特別損失の計上について 

当社グループは、営業活動から⽣じる損益が継続してマイナスとなる⾒込みであることか
ら、全社資産について減損兆候の有無を検討し、店舗及び共⽤資産について「固定資産の減
損に係る会計基準」に基づき減損処理を⾏い、26 百万円を特別損失として計上いたしまし
た。 
 

以 上 


